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会議における音声情報を用いた
雰囲気把握支援方法の検討

会議やミーティングでは，会議内容の要約を文章で記録し議事録とする．議事録の閲覧
は記憶の想起に役立つことや新たな発想につながることなど，多くの利点がある．　近年，
会議やミーティングなどの議事録として会議を録画・録音することが珍しくなくなってき
た．しかし，会議全体を録画・録音したものすべてを閲覧するには時間がかかりすぎるた
め実用的ではない．一方，従来の文章形式の議事録では発言内容が要約され文章で記述さ
れるので，比較的短時間で閲覧できるが，会議の雰囲気に関する情報は欠落してしまう．
そのため，議事録を閲覧した上で，どのような雰囲気で会議が行われたかを短時間で知り
たいという要求がある．この要求に対し，雰囲気の把握を補助する方法が必要となる．
　本論文では，上記の要求に対し，音声の強調部分と発話区間に着目し，会議における雰
囲気のひとつである「盛り上がり」を検出する方法を検討する．
　「盛り上がり」とは，気持ちや勢いが高まることである．会議が盛り上がっている状態
は，議論が白熱している状態であり，各人の音声のパワー（音量）が大きくなる．また，
意見の応酬が激しくなるので，発話の重なり（クロストーキング）が多くなる．この点に
着目して，会議の「盛り上がり」を求める．
　そこで，会議における「盛り上がり」を 2種類の観点で検出することを試みた．「音声の
パワーによる盛り上がりの度合い」と「クロストーキングによる盛り上がりの度合い」で
ある．前者は，一定時間中に音声のパワーが経験的に定めた閾値を超えた割合を計算して
求める．後者は，各人のピンマイクから得た音声データより，発話区間を検出し，一定時
間中に発話者が平均何人存在するかを発話区間から推定して求める．
　評価実験として，会議参加者 4人の胸の辺りにピンマイクを付け，あらかじめ決められ
た議題についてフリーディスカッションを行い，音声データを取得した．また，その会議
音声データを会議参加，不参加に関係なく 5人が聞いてもらい，自らの主観において会議
が盛り上がっていると感じた区間を示してもらった．
　その会議音声データの「盛り上がり」を上記の方法で求めた結果が，図 1，2となる．
両図とも，横軸は 0.1秒単位の時間である．図 1の縦軸は音声のパワーが時間枠内で閾値
を越えた割合である．図 2の縦軸は時間枠内の発話者の平均人数であり，発話の重なりに
相当する．図 3の横軸は 0.1秒単位の時間で，縦軸はこの時間が盛り上がっていると主観
的な判断で答えた人数である．
　図 2と図 3が幾何的に相似していると読み取れることから，会議における「盛り上が
り」を求めるには，クロストーキングが有効であることが示された．
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図 1：音声のパワーによる盛り上がりの度合いの例

図 2：クロストーキングによる盛り上がりの度合いの例

図 3：アンケート結果


